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令和８年２月号 

“木育
もくいく

”の視点を持って「森と共に生きるまち“しそう”」が誇る“みどり”の魅力を発信し、 

森や木に関心をもってもらうことを目的としています。主に「兵庫県立森林大学校」の学生が 

執筆した記事を掲載し、学校での学びを生かして人と木や森林との関わりを伝えてもらいます。 

「みどりじまん新聞」とは  バ
勏
ク
ナ
ン
バ
勖

は
こ
ち
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皆
さ
ん
は
助
Ｊ‐

ク
レ
ジ
勏
ト
努

を
知
勂
て
い
ま
す
か
？
Ｊ‐

ク
レ
ジ

勏
ト
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劣
省
エ
ネ
設
備
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再

生
可
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エ
ネ
ル
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よ
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排
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劣
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よ
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収
量
を
助
ク
レ
ジ
勏
ト
努
と

し
て
国
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認
証
す
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制
度
で
す
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業
な
ど
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劣
ク
レ
ジ
勏
ト
を
購

入
し
劣
カ
勖
ボ
ン
・
オ
フ
セ
勏
ト
等
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ま
ざ
ま
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用
途
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活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
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宍
粟
市
の
Ｊ‐

ク
レ
ジ
勏
ト
と
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宍
粟
市
で
は
劣
豊
か
な
森
林
資
源
を

最
大
限
に
活
用
し
劣
森
林
整
備
と
気
候

変
動
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進
め
て
い
く
た
め
劣
Ｊ‐
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レ
ジ
勏
ト
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出
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取
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組
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ま
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年
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に
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劣
市
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管
理
す
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森
林
の
整
備
に
よ
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生
じ
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二
酸
化
炭
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吸
収
量
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つ
い
て
ク
レ

ジ
勏
ト
認
証
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け
劣
販
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ま
し
た
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販
売
に
よ
勂
て
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た
ク
レ
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勏
ト
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は
劣
森
林
整
備
や
ゼ
ロ
カ
勖
ボ
ン
シ

テ
勋
に
向
け
た
取
組
に
活
用
し
ま
す
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＜Ｊ-クレジット制度イメージ図＞ 

 
 

 

ＵＲＬ：https://japancredit.go.jp/ 

 
 

Ｊ-クレジットを創出した千種町の市有林 

出典：Ｊ-クレジット制度ＨＰ 
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➋ 
令
和
５
年
度
家
庭
部
門
の
CO2
排
出
実
態 

劭
参
考
資
料
劮 

岩蕗 授業ではいろんな企業の見学ができ、インターンシップ制度も充実して 

います。いろんな人や職業との出会いによって、自分の視野が広がるところが 

魅力だと感じています。良い出会いがたくさんあり、交流の輪も広がりました！ 

学校 HP 

 

宍粟市は「森林
も り

」を活用したまちの創造・SDGs に取り組みます 

森林経営や森林林業に関わる 

人材を幅広く育成する学校 

【学校見学 随時受付中】 

 

気
候
変
動
や
自
然
災
害
等
が
世
界

各
地
で
深
刻
に
な
る
中
で
劣
助
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
协
持
続
可
能
な
開
発
目
標
卐
努

へ
の
関
心
が
高
ま
勂
て
い
ま
す
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水
の
浄
化
・
貯
留
劣
地
球
温
暖
化

の
防
止
劣
生
物
多
様
性
の
保
全
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
持
つ
森
林
を

守
り
劣
森
林
資
源
を
利
用
し
て
い
く

こ
と
は
劣
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
も
大

き
く
役
立
ち
ま
す
劤 

宍
粟
市
で
は
劣
毎
年
約
600

ha
の 

森
林
协
東
京
ド
勖
ム
128
個
分
卐
の
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
劤
市
内
で
生

産
さ
れ
た
令
和
５
年
度
の
木
材
生
産

量
は
劣
兵
庫
県
内
で
１
位
の
約
9.0
万

㎥
と
な
勂
て
お
り
劣
こ
れ
は
県
内
の

木
材
生
産
量
の
約
30
％
に
あ
た
り
ま

す
劤 

 

ま
た
劣
宍
粟
市
内
の
森
林
の
年
間

二
酸
化
炭
素
吸
収
量
は
約
17.7
万
ト
ン

炭
素
で
劣
１
年
間
に
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
約
7.2
万
世
帯

分
に
あ
た
り
ま
す
劤 

 

Ｊ‐

ク
レ
ジ
勏
ト
制
度
を
通
じ
て

宍
粟
市
の
豊
か
な
森
林
を
守
勂
て
い

く
こ
と
は
劣
宍
粟
市
に
限
ら
ず
劣
地

球
の
未
来
の
た
め
に
も
有
効
な
こ
と

で
あ
る
と
言
え
る
の
で
す
劤 

ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
宍
粟
市
の
Ｊ‐

ク

レ
ジ
勏
ト
や
森
林
整
備
に
注
目
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
！ 

未
来
へ
つ
な
ぐ
森
林
づ
く
り
を 

 

も 
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森林大学校生にインタビュー！！ 

森林や林業について学んでいます。森林大学校の魅力を先輩たちに聞いてみました！ 
一宮町にある兵庫県立森林大学校では、未来の林業を担う学生のみなさんが 

➊ 

令
和
５
年
度
兵
庫
県
林
業
統
計
書 

統
計
調
査 

◆ 岩蕗 篤史さん（写真左・岡山市出身） 

▲子ども達に丸太切りを指導 

◆森林大学校の魅力は？ 

◆ 佐藤 汰一さん（写真右・姫路市出身） 

协
文 

地
域
創
生
課
卐 

小さい頃から自然が好きで、祖父の勧めで参加し 

山崎高校で林業を学び、もっと学びを深めたいと 

の思いから入学を決めた。オススメの授業は峰山 

の演習林で伐木を行う「林業機械学実習」。 

 

たオープンキャンパスで大学校に興味を持ち入学。 

木の命を守る知識を学ぶ「樹木医学」が好き。 

（くにみまつりにて） 

◆読者の中高生へ一言 
岩蕗 みなさんはせっかく自然豊かな宍粟市にいるので、森林への興味をもっ

と深めてもらえたらなと思います。森林大学校では年に数回オープンキャンパ

スも開催しているので、ぜひ一度来てみてください！ 

インタビュー当時 2 年生 

佐藤 森林大学校は、体を動かすことが好きな人、

山や自然が好きな人にオススメの学校です。 

みなさんの中から、将来一緒に働く仲間ができれば

とてもうれしいです！ 

佐藤 私は林業の現場で働くことを希望していますが、森林大学校では現場で

必要となる多くの資格を取得できます。ここで取得した資格を生かして、現場

で即戦力として活躍できればと思っています。 

イワブキ    アツシ 

サトウ     タイチ 

（宍粟市公式ＨＰ） 

▼ＳＤＧｓについて 


